
資料１ 組織の目的と機能（案） 

組織の目的（案） 

持続可能な地域社会のしくみを作る研究センター 
（＝いのちめぐるまちのしくみづくり） 
 
 
なりわい： 
・一次生産者への適切な利益分配の実現 
 
研究： 
・地域資源の可能性を研究すること 
・ひとと森里海の関係性を研究すること 
 
教育： 
・いのちめぐるまちの意義を理解し 
 自分ごとに変えていくための人材を育成すること 
 

キーコンセプト 

  要 素   
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KPI項目 
 

3年後 5年後 10年後 

・  研究成果（森里海の魅力を可視化するベース）が 
    世の中に出た数 
 ｰWeb掲載、雑誌掲載、新聞掲載、学会発表など 
 

10 30 50 

・研究成果（１次産業者の利益増加に向けた可視化） 5 5 5 

・生産者の利益増加達成数（10％以上） 2 5 5 

・いのちめぐるまちブランドのターゲット認知度 10％ 30％ 50％ 

・いのちめぐるまちを実現する基本的知識の理解者増加数（＝受
講者数） 

840 1,340 1,380 

・（交流人口増加数）＊オプションとしての常設展示 
   をやった場合 

5,000 10,000 20,000 

KPI＝重要業績評価指数：達成すべき目標のこと 
（基本構想に記載の組織の人員、資金、組織体制がすべて整った場合） 

KPI（案） 
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南三陸地域資源プラットフォーム 機能と役割イメージ Ver3.1 

地域資源/環境研究機能 

人材育成機能 

新事業創出機能 

・南三陸サステナビリティブランド 
推進協議会（事務局） 

・森里海調査・研究事業 
・｢森里海ひとのベストバランス｣ 
 調査・研究事業 
・新技術調査・研究事業 

・次世代人材育成事業 

・社会人人材育成事業 

・町への政策立案・提言 
・国への政策立案・提言 
・町の取組のバックアップ 
（持続可能な取組のPRなど） 

・地域商社事業（販路開拓・マーケティング 
 支援（国内外）、ブランド周知） 
 

資源を知る・守る 

担い手を育てる 

マルチセクターで協働する 

成功事例を作る 

※あくまでイメージですので皆さんの議論をもとに修正していきます。 

主に次世代の担い手誕生 
に向けた投資を行う 

応援により 
さらに実践が 
加速する 

各分野の 
担い手として 
町に戻ってくる 

得た研究成果を 
活かす 

政策提言・連携促進機能 

共感者を増やす 
情報発信・観光客誘客機能 

・常設展示事業 

取り組みの 
一連を通し、 
南三陸の考え方を 
広く知ってもらう 

南三陸の考え方に認知、 
共感する人を増やすことで、 
各実戦の拡充や新たな 
取り組みの機会創出となる 

得た研究成果を 
活かす 

3 

いのちめぐるブランド 

必要な研究を 
依頼する 

↑ 
必要なタイミングで実行する 

←オプション的に実行の可能性を 
 持つ、にとどめる 
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南三陸地域資源プラットフォーム 機能と役割イメージ Ver4.0 

地域資源/環境研究機能 

人材育成機能 

新事業創出機能 
資源価値向上機能 

・南三陸いのちめぐるブランド推
進   
 協議会事業（事務局） 

・森里海調査・研究事業 
・｢森里海ひとのベストバランス｣ 
 調査・研究事業 
・新技術調査・研究事業 
 （必要に応じて政策提言も行う） 

・次世代人材育成事業 

・社会人人材育成事業 

・地域商社事業（販路開拓・マーケティング 
 支援（国内外）、ブランド周知） 

 

資源を知る・守る 

担い手を育てる 

成功事例を作る 

※あくまでイメージですので皆さんの議論をもとに修正していきます。 

主に次世代の担い手誕生 
に向けた投資を行う 

各分野の 
担い手として 
町に戻ってくる 

得た研究成果 
を活かす 

4 

必要な研究を 
依頼する 


